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ア
ラ
還
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
XVII
＆
浦

ヒ
ロ
ノ
リ
カ
ル
テ
ッ
ト
演
奏
会
2021

を
開
催 

 
 
 
 
 

比
嘉 

朝
康 

 

福
岡
を
含
む
十
一
都
府
県
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
緊
急
事

態
宣
言
が
発
出
さ
れ
る
中
、
本
演
奏

会
を
三
月
六
日(

土)

に
、
不
二
輸
送

機
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し

た
。
ア
ラ
還
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

委
員
会
と
文
化
協
会
は
、
開
催
か
、

延
期
か
、
は
た
ま
た
中
止
す
べ
き
か

検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
出

演
者
、
ス
タ
ッ
フ
は
一
週
間
の
体
温

チ
ェ
ッ
ク
、
健
康
管
理
、
手
指
消
毒

の
励
行
。
ゲ
ス
ト
の
浦
ヒ
ロ
ノ
リ
カ

ル
テ
ッ
ト
の
み
な
さ
ん
に
は
PCR
検

査
を
し
て
来
市
。
来
場
者
に
は
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
お
願
い

し
検
温
、
手
指
消
毒
を
し
て
い
た
だ

く
。会
場
の
収
容
率
を
50
パ
ー
セ
ン

ト
に
し
、
演
奏
の
合
間
は
換
気
を
す

る
な
ど
、
万
全
の
感
染
対
策
を
講
じ

て
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ア
ラ
還
の
出
演
団
体
は
八
団
体
。

そ
の
名
の
と
お
り
六
十
歳
前
後
の
出

演
者
が
、
来
場
者
に
懐
か
し
い
フ
ォ

ー
ク
ソ
ン
グ
や
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
、

ビ
ー
ト
ル
ズ
の
名
曲
を
演
奏
し
ま
し

た
。
休
憩
を
は
さ
ん
で
ゲ
ス
ト
出
演

の
浦
ヒ
ロ
ノ
リ
カ
ル
テ
ッ
ト
に
よ
る

ジ
ャ
ズ
演
奏
。
ジ
ャ
ズ
は
ポ
ッ
プ
ス

や
歌
謡
曲
と
比
べ
て
ハ
ー
ド
ル
が
高

く
、
難
解
の
印
象
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
こ
は
ピ
ア
ノ
、ド
ラ
ム
、ベ
ー
ス
、 

        

            

 

                  

 

 

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
の
演
奏
者
が
超
一
流
。

約
三
〇
〇
名
の
来
場
者
は
、
ジ
ャ
ズ

演
奏
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

  

 

        

文
化
協
会
前
会
長 

中
村 

克
衛 

 

平
成
十
六
年
九
月
十
六
日
の
総
会

で
小
野
田
市
文
化
協
会
会
長
に
就
任

し
ま
し
た
。
十
七
年
の
山
陽
町
と
の

行
政
合
併
に
伴
い
、
文
化
協
会
も
合

併
。
文
化
会
館
を
軸
と
す
る
山
陽
小

野
田
市
文
化
協
会
と
な
り
ま
し
た
。

以
来
十
七
年
間
会
長
を
務
め
、
今
回

の
総
会
を
も
っ
て
退
任
す
る
こ
と
に

致
し
ま
し
た
。
長
い
間
、
役
員
、
会

員
の
み
な
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
こ
と
に
事
務
局
の
お

二
人
に
は
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
感
謝

の
申
し
上
げ
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

文
化
の
向
上
は
日
々
の
生
活
の
中

に
あ
り
、
世
紀
の
積
み
重
ね
で
評
価

さ
れ
る
も
の
で
す
。
一
歩
一
歩
努
力

し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。 

 

後
任
に
は
、
元
山
陽
小
野
田
医
師

会
長
、
西
村
内
科
医
院
々
長
西
村
公

一
先
生
が
引
き
受
け
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
み
な
さ
ま
の
ご
支
援
を
切
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
一
昨
年
来
の 

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ‐

19
感
染
症
で
、
昨
年
、

今
年
度
と
主
催
行
事
が
中
止
、
延
期 

 

                               

       

  

と
な
り
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。 

鎮
静
後
は
ま
た
頑
張
っ
て
や
り
ま
し

ょ
う
。 

 

   

      
 

文
化
協
会
会
長 

西
村 
公
一 

 

今
年
度
か
ら
中
村
克
衛
会
長
に
代

わ
っ
て
山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会
会

長
に
就
任
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
こ

と
で
戸
惑
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
、

協
会
の
活
動
の
歴
史
や
組
織
の
全
体

像
な
ど
に
つ
い
て
勉
強
中
で
す
。 

一
口
に
文
化
と
い
っ
て
も
そ
の
範

囲
は
広
く
、
多
岐
に
わ
た
る
活
動
が

あ
り
、
現
に
本
協
会
は
七
分
野
百
十

七
も
の
団
体
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
各
団
体
は
極
端

な
活
動
制
限
を
強
い
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
も
感
染
対

策
を
と
り
な
が
ら
活
動
を
継
続
さ
れ

て
い
る
団
体
も
多
い
と
聞
き
ま
す
。 

文
化
活
動
は
私
た
ち
の
生
活
に
潤

い
を
も
た
ら
す
も
の
と
位
置
付
け
て
、

今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
に
寄
与
し
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
協

会
の
自
主
文
化
事
業
、
文
化
バ
ス
、

市
民
文
化
祭
な
ど
の
実
施
は
現
在
不

透
明
で
す
が
、
様
々
な
工
夫
で
乗
り

越
え
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

令和3年度 文化協会事業計画 

１．主な会議の開催について 

役員会・常任理事会      令和3年5月26日（木）             不二輸送機ホール 
総会・理事会        新型コロナウイルス感染症拡大防止対策により書面議決 

   企画実行委員会、文化協会だより編集委員会、自主文化事業実行委員会、各部門部会など随時開催 

２．主な事業実施について  *今後の状況では、予定が変更する可能性があります。何卒、ご理解のほどよろしく 
 （１）自主文化事業     お願いいたします 

開 催 日 事 業 名 会 場 

5/23 (日) 第13回山陽小野田コーラスフェスティバル 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策により中止 

10/24 (日) (仮称)北九州グランフィルハーモニー管弦楽団 木管五重奏 中央図書館/ソルポニエンテ 

2/23 (祝水) 澤クヮルテットバレンタインコンサート 不二輸送機ホール 

（２）文化バス（個人会員限定） 

開 催 日 行 き 先 備 考 

11/11(木) 文化財探訪 山口・鹿野方面 山口県立美術館、重源の郷 45名予定 

12月～3月 博多座の集い（演目未定） 45名予定 

（３）第16回山陽小野田市民文化祭 

開 催 日 事 業 名 会 場 

19/11 (土) 川柳大会 不二輸送機ホール 小ホール 

10/13 (日) 市民音楽祭 不二輸送機ホール 大ホール 

10/10 (日) 日本舞踊祭 山陽小野田市民館 文化ホール 

10/17 (日) 邦楽大会 山陽小野田市民館 文化ホール 

11/16 (土) 市民茶会 山陽小野田市民館 第一講義室 

11/16 (土)～7 (日) 華道展 山陽小野田市民館 体育ホール 

11/17 (日) 洋舞演劇祭 山陽小野田市民館 文化ホール 

11/12 (金)～14 (日) 展覧会 山陽小野田市民館 体育ホール 

11/14 (日) 短歌大会 山陽小野田市民館 団体会議室 

11/14 (日) 俳句大会 山陽小野田市民館 第一講義室 

（４）児童生徒書道展 

開  催  日 事  業  名 会 場 

1/27(木)～2/2(水) 第17回山陽小野田市児童生徒書道展 おのだサンパーク 

（５）文化協会だより「さんようおのだ文化」第16号  令和3年7月発行予定 
（６）割引対象事業 

開 催 日 事  業  名 会 場 

10/24 (日) (仮称)北九州グランフィルハーモニー管弦楽団 木管五重奏 中央図書館/ソルポニエンテ 

2/23 (祝水) 澤クヮルテットバレンタインコンサート 不二輸送機ホール 

 
❤ 新 規 会 員 募 集 ❤ 

山陽小野田市文化協会の活動に賛同していただ

ける会員を募集しています 
 

●会費 個人会員 年額（1口）２，０００円 

    団体会員 年額（1口）５，０００円 

    賛助会員 年額（1口）５，０００円 

●会員の特典 

・個人会員・賛助会員の方は、割引対象事業の会

員割引が受けられます。 

・会報、その他事業案内をお届けします。 

・個人会員限定の文化バスの交通費が割安になり

ます。 

●申込方法 

加入申込書にご記入の上、会費を振込または事

務局で直接納入してください。 

☆
文
芸
部
門 

山
田 

隆
章 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆
洋
舞
・
そ
の
他
部
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
棋
院
小
野
田
支
部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆
邦
楽
部
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

故) 

温
井 

允
武 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆
音
楽
部
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
原 

秀
樹 
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ご 芳 志 

 

 村上 健 様 

(故) 温井允武 様 

 

 

 

第16号 2021年7月発行 

 

〈敬称略〉 



書道花陽会 

秀靖恵会 

水仙まつり第三回俳句大会 

   

縄
地
ヶ
鼻
公
園
水
仙
ま
つ
り
と
小
学
生

俳
句 

 
 
 
 
 
 

平
原 

廉
清 

 

縄
地
ヶ
鼻
の
水
仙
ま
つ
り
は
、
二

〇
〇
九
年
三
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

主
催
者
は
縄
地
ヶ
鼻
公
園
振
興
会
で

地
元
高
泊
の
任
意
団
体
で
す
。
俳
句

大
会
は
第
三
回
の
ま
つ
り
か
ら
始
ま

り
、
そ
の
経
緯
は
次
の
よ
う
で
す
。 

 

二
〇
〇
九
年
の
秋
、
竹
本
貞
夫
氏

(

県
議
・
故
人)

か
ら
、「
ま
つ
り
の
一

環
に
俳
句
大
会
を
開
催
し
た
い
。
協

力
、
世
話
を
し
て
欲
し
い
」
と
の
申

し
出
が
あ
り
、
俳
句
協
会
会
長
に
相

談
し
、
引
き
受
け
る
こ
と
に
決
め
ま

し
た
。
翌
年
に
は
時
間
的
に
間
に
合

わ
な
い
の
で
、
再
来
年
か
ら
と
い
う

事
と
し
、
竹
本
氏
と
検
討
し
概
要
が

決
ま
り
ま
し
た
。 

第
一
回
は
一
般(

中
学
生
以
上
の

者)

を
対
象
に
す
る
こ
と
に
し
、
そ
の

他
投
句
資
格
は
①
市
内
在
住
・
在
職

の
人
②
当
市
文
化
協
会
個
人
会
員
で

あ
る
市
外
の
人
。
個
人
会
員
を
条
件 

 
 
 
 
 
 

 

 

                           

学
校
茶
道 

 

山
陽
小
野
田
地
区
清
朋
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

久
我 

祥
子 

 

高
千
帆
小
学
校
は
、
平
成
二
十
年

度
に
表
千
家
学
校
茶
道
指
定
校
の
登

録
を
受
け
、
高
千
帆
公
民
館
和
室
に

て
、
現
在
十
五
名
の
児
童
が
お
茶
の

心
「
和
敬
清
寂
」
を
唱
和
し
、
感
謝 

                

と
す
る
こ
と
は
、
当
市
文
化
協
会
の

個
人
会
員
が
少
な
い
現
状
に
、
少
し

で
も
増
や
す
一
助
と
も
な
れ
ば
と
い

う
考
え
で
し
た
。
こ
の
条
件
は
今
日

ま
で
続
い
て
い
ま
す
。 

小
学
生
の
部
は
翌
年
の
二
〇
一
二

年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
小
学
生
を

対
象
に
す
る
俳
句
大
会
は
未
だ
県
内

で
も
少
な
か
っ
た
の
で
、
私
は
、
大

き
く
育
て
県
内
メ
ジ
ャ
ー
な
大
会
と

し
た
い
と
密
か
に
期
待
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
に
は
、
当
市
の
十
二
の
小

学
校
全
校
が
参
加
す
る
大
会
に
な
る

よ
う
、
市
教
育
委
員
会
に
も
各
小
学

校
へ
勧
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
し
た
。 

第
一
回
大
会
の
参
加
校
は
四
校
、

四
九
句(

一
人
一
句)
で
し
た
。
翌
年

の
第
二
回
大
会
で
は
、
五
校
、
二
五

二
句
の
応
募
を
得
ま
し
た
。
そ
の
後

も
漸
増
し
、
第
九
回
大
会
で
は
、
九

校
、
五
四
一
句
。
第
十
一
回
大
会
で

は
、
九
校
、
六
〇
四
句
と
大
幅
に
増

え
ま
し
た
。
特
筆
す
べ
き
は
、
投
句

の
水
準
が
昨
年
以
前
と
比
較
し
、
大

幅
に
向
上
し
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
は

各
小
学
校
に
お
い
て
俳
句
を
含
む
日

本
の
文
化
に
対
す
る
取
り
組
み
に
熱

が
入
っ
て
き
た
こ
と
の
結
果
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
先
生
方
に
心
か
ら

感
謝
し
ま
す
。 

こ
の
俳
句
大
会
の
生
み
の
親
で
あ

る
竹
本
貞
夫
氏
が
早
逝
さ
れ
た
こ
と

は
残
念
で
す
が
、
そ
の
御
遺
志
を
守

り
、さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
い
。ま
た
、

過
去
十
年
間
こ
の
俳
句
大
会
を
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
衷
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

   

し
て
季
節
の
お
菓
子
、
お
茶
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。 

 

家
族
や
地
域
の
方
々
に
、
公
民
館

ま
つ
り
、
学
校
の
行
事
で
お
茶
を
点

て
、
お
も
て
な
し
出
来
る
事
を
目
標

に
、
礼
儀
作
法
や
基
礎
の
動
作
の
稽

古
に
励
ん
で
い
ま
す
。
マ
ス
ク
越
し

に
目
を
輝
か
せ
茶
筅
を
振
る
児
童
た

ち
の
笑
顔
は
、
私
た
ち
指
導
者
の
無

上
の
喜
び
で
す
。 

    

今
だ
か
ら
思
う 

 

コ
ン
ツ
ェ
ル
テ
ィ
ー
ノ 

 
 
 
 
 
 
 
 

益
山 

由
紀
子 

 

私
た
ち
は
ピ
ア
ノ
指
導
者
の
グ
ル

ー
プ
で
す
。
年
に
一
回
合
同
発
表
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
月
に
一

度
、
教
材
研
究
や
指
導
法
の
意
見
交

換
を
し
て
い
ま
す
。
小
さ
な
会
で
す

が
、
振
り
返
れ
ば
も
う
四
十
年
以
上

経
ち
ま
し
た
。
時
代
は
随
分
変
わ
り

ま
し
た
が
、
私
た
ち
が
取
り
組
む
ピ

ア
ノ
の
教
育
の
根
本
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。
音
楽
を
通
し
て
の
人
と
人
と
の

触
れ
合
い
も
然
り
で
す
。 

 

た
だ
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
が
初

め
て
経
験
し
た
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
文

化
活
動
は
不
要
不
急
と
み
な
さ
れ
、

一
時
、
日
常
か
ら
潤
い
が
失
わ
れ
そ

う
で
も
あ
り
ま
し
た
。
改
め
て
、
芸

術
文
化
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

    

                  

第
十
三
回
縄
地
ヶ
鼻
公
園
水
仙
ま
つ
り

第
十
一
回
俳
句
大
会
優
秀
作
品 

○
水
仙
ま
つ
り
大
賞 

ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
飛
ぶ
水
仙
の
丘
遥

か 
 
 
 
 
 
 
 

山
田
東
龍
子 

○
山
陽
小
野
田
市
長
賞 

潮
の
香
を
胸
い
つ
ぱ
い
に
小
春
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

白
石 

千
代 

○
山
陽
小
野
田
市
議
会
議
長
賞 

髭
を
剃
り
春
め
く
空
を
見
上
ぐ
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

名
和
田 

勝 

○
山
陽
小
野
田
市
教
育
長
賞 

国
東
の
仏
へ
傾
ぐ
野
水
仙 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
下
姫
美
子 

○
山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会
長
賞 

干
拓
の
入
江
に
水
仙
ゆ
ら
ぎ
合
ひ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

髙
藤 

峰
子 

○
山
陽
小
野
田
観
光
協
会
長
賞 

馬
関
よ
り
臨
む
ふ
る
さ
と
春
霞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

溝
部 

美
保 

                        カ
ラ
オ
ケ
文
化
の
正
念
場 

た
か
ひ
ろ
し
歌
謡
教
室 

た
か
ひ
ろ
し 

 

昨
年
来
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
こ

と
ご
と
く
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
。
カ
ラ

オ
ケ
も
例
外
で
は
な
く
、
多
く
の
カ

ラ
オ
ケ
愛
好
家
を
意
気
消
沈
さ
せ
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
、
各
教
室
や

同
好
会
で
は
、
消
毒
や
換
気
の
徹
底

を
行
い
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
と
戦
い

つ
つ
、
カ
ラ
オ
ケ
の
灯
を
絶
や
す
こ

と
な
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に

カ
ラ
オ
ケ
文
化
の
正
念
場
で
す
。 

一
日
も
早
い
感
染
の
終
息
を
願
っ

て
日
々
の
歌
唱
練
習
に
励
ん
で
お
ら

れ
る
先
生
方
や
、
会
長
さ
ん
方
も
そ

の
苦
労
が
報
わ
れ
る
日
が
必
ず
来
る

こ
と
を
信
じ
、
努
力
精
進
し
て
い
ま

す
。 

   

書
に
親
し
む 

 
 

書
道
花
陽
会 

橋
本 

美
枝
子 

 

花
陽
会
は
設
立
し
て
、
四
十
数
年

に
な
り
ま
す
。
書
く
楽
し
み
と
心
の

触
れ
合
い
を
大
切
に
続
け
て
い
ま
す
。 

 

主
に
か
な
書
を
指
導
。
優
雅
な
料

紙
に
和
歌
を
書
い
た
り
、
古
筆
の
美

を
学
ん
で
い
ま
す
。
市
民
文
化
祭
を

始
め
、
県
書
連
展
、
書
芸
院
展
な
ど

に
出
品
。
全
国
的
な
書
道
団
体
香
瓔

会
に
所
属
し
研
鑽
を
積
ん
で
い
ま
す
。 

 

近
年
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
等
、
便

利
な
物
が
溢
れ
、
文
字
を
書
く
こ
と

が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
改
め
て
先

人
の
素
晴
ら
し
い
毛
筆
の
魅
力
を
次

世
代
に
伝
え
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。
農
協
教
室
で
は
、
入
口
、
ロ
ビ

ー
に
会
員
の
作
品
を
随
時
展
示
し
て

い
ま
す
。 

   
 
 
 

 

          
 

    
 

     

平
穏
な
日
常
に
感
謝 

藤
影
流
紫
扇
会  

藤
田 

浩
子 

今
年
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
伴
い
、
市
民
文
化
祭

を
は
じ
め
と
す
る
文
化
事
業
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
研
鑽
の
場
所
で
あ
る

稽
古
す
ら
で
き
な
い
日
々
が
続
い
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
生
活
の
中
に
お
い

て
、
平
穏
な
日
常
の
有
り
難
さ
を
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。 

発
表
の
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、
稽
古
が
で
き
る
こ
と

が
こ
ん
な
に
も
有
り
難
い
と
思
う
こ

と
は
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
こ
の
有
り
難
さ
を
か
み
し
め

な
が
ら
、
次
年
度
の
市
民
文
化
祭
の

開
催
を
心
待
ち
に
し
、
こ
れ
か
ら
も

日
々
研
鑽
を
積
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

                 

                      

伝
統
楽
器
の
楽
し
さ 

 
 
 
 

秀
靖
恵
会 

山
口 

昌
美 

 

秀
靖
恵
会
で
は
、
藤
本
流
三
味
線

で
民
謡
は
も
と
よ
り
、童
謡
、唱
歌
、

演
歌
な
ど
を
奏
で
な
が
ら
伝
統
楽
器

で
あ
る
三
味
線
の
音
色
が
多
く
の

人
々
の
耳
に
響
き
、
こ
の
文
化
が
継

承
さ
れ
、
今
後
ま
す
ま
す
発
展
す
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

会
員
一
同
は
「
和
」
を
モ
ッ
ト
ー

と
し
て
日
々
の
稽
古
に
励
ん
で
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
き
、
文
化
祭

が
開
催
さ
れ
、
参
加
で
き
る
日
を
目

標
と
し
て
、
継
続
は
「
力
」
と
な
り
、

練
習
を
積
み
重
ね
て
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。 

                      

「
橘
中
の
楽
し
み
」 

日
本
棋
院
小
野
田
支
部 

 

乾 

秀
也 

囲
碁
の
仲
間
が
三
々
五
々
集
ま
っ

て
囲
碁
を
楽
し
ん
で
い
る
う
ち
に
、

形
あ
る
も
の
に
し
よ
う
と
の
意
欲
が

盛
り
上
が
り
、
昭
和
五
十
七
年
に
市

役
所
の
尾
山
・
藤
本
さ
ん
た
ち
が
、

小
野
田
の
藤
永
・
稲
葉
・
新
田
さ
ん

な
ど
県
代
表
ク
ラ
ス
に
働
き
か
け
、

日
本
棋
院
小
野
田
支
部
と
な
り
、
山

口
県
囲
碁
連
盟
に
も
加
入
し
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。 

現
在
は
約
十
六
人
の
会
員
が
月
に

二
回
碁
会
を
持
ち
、
和
気
あ
い
あ
い

と
囲
碁
を
楽
し
み
、
対
局
後
に
は
、

定
石
、
布
石
、
詰
碁
な
ど
研
究
し
、

少
し
で
も
強
く
な
れ
ば
と
努
力
し
て

い
る
昨
今
で
す
。 

歌
謡
の
部 

美 

術 

工 

芸 

部 

門 

愛のチャリティ歌の祭典 

日  

舞  

部 
 

門 

音  

楽  

部  

門 

 

３ 

邦   

楽   

部   

門 
山陽小野田市文化協会だより 

洋
舞
・
そ
の
他
部
門 

２ 

文   

芸   

部   

門 

日本舞踊祭 

山陽小野田市文化協会だより 

日本棋院小野田支部 

茶 

華 

道 

部 

門 

山陽小野田地区清朋会 


